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お花見会で挨拶する新井施設長  

  

                 ご挨拶 

施設長 新井英樹 

   皆様にはいつも「はねうまの里」をご利用頂きありがとう  

ございます。この度 3 月より、施設長を拝命いたしました 

新井でございます。前任者共々宜しくお願い致します。  

当施設は、居宅における生活復帰をめざす利用者の方々が 

安心して日常生活が送れるように医師、看護師、管理栄養士、  

理学療法士など専門スタッフがサポートし後押ししています。  

妙高市は人口が３万と少ないですが高齢化率が 34％と超え 

当施設を利用する方々も増えています。施設の中では、生き 

生きと生活されている方、高齢による認知の方と様々ですが  

多くの笑い声や笑顔もあります。施設長としてこれからも、 

地域に根ざし開かれた「はねうまの里」をつくり上げたいと  

願っています。今後とも宜しくお願い致します。  

 

 



🌸「お花見会 2017・4・14」🌸 
 今回のお花見会の余興は職員による劇「花咲か爺さん」でした。 

はねうまの里バージョンでの傑作に、利用者さんからは笑顔、 

笑い声が沢山でした。 

 

 
 ポチ役のオラフ 

              

  

おばあさん役は 

精一杯のいじわるを 

演じる！ 

 

 

 

       

 

 

 

 

殿様になるため生まれてきた？ 

                               おやつは好評 

三色だんご 

                                

 

 

 

                      

 

「担当者からのコメント」 

おじいさん役：声が小さいか心配でした。大きな動きで笑いがとれ良かったです。市村 

おばあさん役：日頃出来ない、いじわるをしてストレス発散しました。（笑） 笹川 

オラフ・殿様役：全体での練習があまり出来ませんでしたが、皆さんに楽しんでもらえ 

良かったです。 片山 

黒子 A：思った以上に動きが多く息切れしました。でも楽しかったです。 内山 

黒子 B：初めての行事担当で参加しましたがとても楽しかったです。大野 

司会：着物姿で利用者さんとも記念写真。笑顔を見ることが出来良かったです。岡田  



 

後日、暖かな日にお散歩し桜の花を楽しみました。 

  新井高校の桜は春の楽しみのひとつです🌸 

 

 

                       

 

 

              

   

     
昨年の秋からこの春にかけ当施設では一部職員の交替がありました。 

何卒、宜しくお願い致します。    

 

        

   

   

 

            

          

              

               

               

 

                

                         

                                    

                    

                                                      

                                                       

             

                                   

 

 

 

 

施設職員紹介 

 

看護師 太田初子 

 

「熟した新人ですが、笑顔で 

頑張りたいと思いますので 

宜しくお願いします。」 

 

 

介護福祉士 坂田明香  

 

「育休明けの復帰です。再び 

デイケアでお世話になります。 

宜しくお願い致します。」 

 
 

介護福祉士 笹川明美 

 

「子供の笑顔に癒されながら  

仕事を励んでいきます。」  

 

看護介護補助員 橋本 麗 

 

「今年の 1 月からデイケアでお

世話になっています。初めてで迷

惑かけると思いますが宜しくお

願い致します。」  

 

看護介護補助員 東条 恵 

 

「病棟より異動して来ました。

老健での勤務は初めてですが

笑顔で頑張ります。」                       

 

看護介護補助員 北村京子 

 

「数年ぶりに病棟から戻って来

ました。改めて頑張りたいと思い

ます。宜しくお願い致します。」  

 

介護福祉士 和田由美子  

 

「11 月からデイケアでお世話

になっています。8 年ぶりに戻

ってきました。宜しくお願い致

します。」  
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作
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加
藤
正
次 

 

一
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春
が
来
た
か
よ 

は
ね
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の
里
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咲
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三
、 

秋
が
き
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か
よ 
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う
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病
治
そ
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な
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四
、 

冬
が
き
た
か
よ 
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ね
う
ま
の
里
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雪
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っ
て
き
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み
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な
で
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「
は
ね
う
ま
の
里
」
作
詞
の
思
い
出 

 
 

私
は
約
七
年
前
は
ね
う
ま
の
里
へ
初
め
て
入
所 

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
入
所
し
て
一
ヶ
月
が 

過
ぎ
た
頃
、
入
所
者
に
は
、
笑
い
の
あ
ま
り
な
い 

こ
と
に
気
付
き
何
か
や
る
こ
と
が
な
い
か
と
思
い 

は
ね
う
ま
の
里
の
作
詞
を
始
め
ま
し
た
。 

そ
の
当
時
の
師
長
さ
ん
に
出
来
た
詩
を
見
て
も 

 

ら
う
と
「
こ
れ
で
は
皆
さ
ん
が
分
か
り
に
く
い
の 

で
は
」
と
言
わ
れ
、
完
成
ま
で
に
二
、
三
回
作
り 

直
し
ま
し
た
。
皆
が
分
り
や
す
い
簡
単
で
短
い
詩
に 

作
り
直
し
て
い
る
う
ち
に
、
師
長
さ
ん
が
分
か
り 

や
す
さ
と
短
い
詩
を
な
ぜ
求
め
た
か
分
か
り
ま
し
た
。 

入
所
者
が
高
齢
や
認
知
症
の
方
が
多
い
こ
と
が
理
由 

で
し
た
。
私
は
元
気
で
面
白
く
歌
え
る
よ
う
な
詩
と 

考
え
詞
は
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
詩
に
音
楽
療 

法
の
先
生
か
ら
作
曲
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
が
は
ね
馬
の
よ
う
に
元
気 

よ
く
跳
ね
ら
れ
る
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

私
も
、
元
気
と
笑
顔
で
頑
張
る
気
持
ち
で
す
。 

加
藤
正
次 

 
 

利
用
者
さ
ん
作
詞
の
歌 

「
は
ね
う
ま
の
里
」 

 
 

毎
月
の
音
楽
療
法 

で
は
講
師
の
先
生 

の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ 

せ
て
、
加
藤
さ
ん 

作
詞
の
曲
で
あ
る 

「
は
ね
う
ま
の
里
」

も
皆
で
歌
い
ま
す
。 

今
回
は
加
藤
さ
ん 

か
ら
作
詞
当
時
を 

振
り
返
っ
て
頂
き 

ま
し
た
。 

 
―
編
集
後
記
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利
用
者
さ
ん
も
待
っ
て
い
た
春
で
す
。
次
号
ま
で 

さ
ら
に
沢
山
の
笑
顔
を
頂
き
、
そ
の
様
子
を
皆
さ
ま
に

お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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